
再考！用具を使って安全、安楽、自立を
意識した移動介助の“きほん”

一般社団法人 日本看護技術学会

第21回学術集会交流セッション12

研修日程：2023年（令和5）年10月15日（日）10時40分～12時10分
会 場：熊本市民会館、国際交流会館

第5会場（国際交流会館 4階 第3会議室）
開催方法：対面（講義はオンライン含む）

技術研究成果検討委員 移動動作評価班班長 西田直子、
班員 水戸優子、若村智子、平田美和、首藤英里香、冨田川智志、國澤尚子

研修内容：
1）ストレッチャーの移乗介助による事故について 熊本城の写真
2）自然な動き
3）摩擦、自立、安全（オンライン）
4）ポータブルトイレの移乗、ボードを使用して自分で移乗（ビージーボードを使用して）

する方法を紹介
5）会場参加者との質疑応答（オンライン）

今回の交流セッションの目的は、移動介助の“きほん”となる、安全、自立
を考慮した介助方法について再考し、講義（一部オンライン）と演習を対面
で展開しました。参加者は32名で盛況でした。活動の様子を報告します。

西田直子班長からの講義の様子

冨田川氏の講義の様子首藤氏によるオンラインでの講義の様子

会場の様子



（捜査関係事項：ストレッチャーへの移乗時の転落）をもとに、安全（どうしてそう
うなったのか、どこに立つといいのか、両サイドに立つことの意味、体格の違い、手

技など）について考える（西田班長のスライドより抜粋）

一般社団法人 日本看護技術学会

第21回学術集会交流セッション12＜講義内容のご紹介＞

椅子からの立ち
上がり、椅子か

らの移乗
（平田氏のスラ
イドより抜粋）

スライディング
シート（スピラ
ドゥ）を使用した
椅子上の移動の演
習を実施（首藤氏
のスライドより抜

粋）

スライディング
ボード（ビー

ジーボード®）を
使用した

ポータブルトイ
レへの移乗（冨
田川氏のスライ
ドより抜粋）



ご参加ご協力、誠にありがとうございました。

一般社団法人 日本看護技術学会

第21回学術集会交流セッション12

日本看護技術学会　第21回学術集会交流セッション12アンケート結果

参加者数32名　回答者数15名

交流セッションに参加した目的はなんです

か(複数回答可）

内容 人 ％

テーマに興味があった 7 46.7

看護技術教育についての情報を得たかった 9 60.0

用具の技術方法について知りたかった 7 46.7

その他 1 6.7

移動動作教育について関心があったものす

べてをえらんでください(複数回答可）

内容 人 ％

ストレッチャー 8 53.3

車椅子移乗介助 7 46.7

摩擦の原理と滑りの応用 10 66.7

スライディングボード 10 66.7

その他 0 0.0

感想や希望があればご記入ください

これからの介護負担の軽減につながると思

います。どんどん広まると良い

ポータブルトイレの移乗についてとても参

考になりました。ありがとうございました

警察署から本学会に問い合わせがあったと

いう西田先生のお話、学会員としてとても

うれしく思います。医療安全ニュースが基

礎教育の方へは流布されていないのですね

スライディングボードに曲がったタイプが

あることを知らなかった。確かに直線でな

い方が使いやすいと感じた

スライディングシートの活用、靴下の着脱

がとても参考になりました

全体的に非常に勉強になりました。キャラ

バン研修会に参加してみたいです
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